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
月

日

ベ
ト
ナ
ム
の
ダ

ナ
ン
で
開
か
れ
た
環
太
平
洋
パ


ト
ナ

シ

プ
閣
僚
会
合
に

お
い
て

Ｔ
Ｐ
Ｐ
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協
定
の
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筋
合
意
が
確
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さ
れ
た

協
定

の
正
式
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称
は
﹁
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括
的
及
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先
進
的
な
環
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平
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パ

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ナ
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
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今
回
の
合

意
は

今
後
の
メ
ガ
Ｆ
Ｔ
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︵
自
由
貿
易
協
定
︶
の
動
向
に

重
要
な
影
響
を
持
つ
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
メ
ガ
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
は


日
本

米
国

欧
州
連
合
や
中

国
な
ど
経
済
規
模
が
大
き
な
複

数
の
国
が
他
の
国
々
と
共
に
参

加
す
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
あ
る


　
２
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１
６
年
２
月
に
米
国
を

含
む

カ
国
が
署
名
し
た
環
太

平
洋
経
済
連
携
協
定︵
Ｔ
Ｐ
Ｐ
︶

は

メ
ガ
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
先
駆
け
と

な
る
予
定
で
あ

た

し
か
し

な
が
ら

今
年
１
月
の
ト
ラ
ン

プ
政
権
誕
生
と
同
時
に
米
国
が

Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
離
脱
し
た
た
め


Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
効
に
必
要
な
条
件
が

満
た
せ
な
く
な

た

Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
参
加
す
る

カ
国
の
国
内
総

生
産
を
合
計
し

そ
の

％
以

上
を
占
め
る
少
な
く
と
も
６
カ

国
が
批
准
す
る
こ
と
が
必
要
条

件
で
あ
る
た
め
だ


％
を
占

め
る
米
国
の
離
脱
は
Ｔ
Ｐ
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を

実
現
不
可
能
な
も
の
と
し
た


そ
し
て

﹁
Ｔ
Ｐ
Ｐ
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今
回
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
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合
意
は


単
な
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
復
活
で
は
な

く

さ
ら
な
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
拡
大
の

可
能
性
も
持

て
い
る

そ
の

合
意
内
容
は

高
水
準
な
貿
易

投
資
の
自
由
化
と
労
働
や
環
境

や
国
有
企
業
な
ど
広
範
な
ル


ル
を
含
め
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
踏
襲
し

て
い
る


項
目
の
﹁
特
定
の

規
定
の
適
用
の
停
止︵
凍
結
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が
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
加
え
ら
れ
て
い

る
が

米
国
が
復
帰
す
れ
ば
凍

結
が
解
除
さ
れ
る
こ
と
に
な

る

ま
た

参
加
国
の
国
内
総

生
産
に
か
か
る
条
件
が
は
ず
さ

れ

６
カ
国
が
批
准
す
れ
ば
Ｔ

Ｐ
Ｐ

は
発
効
す
る

こ
の
発

効
条
件
の
緩
和
と
い
う
点
か
ら

も

来
年
の
早
い
段
階
で
Ｔ
Ｐ

Ｐ
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誕
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す
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こ
と
が
期
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さ
れ
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い
る

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盟
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心
を
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せ
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々
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あ
る
こ
と
か
ら
Ｔ
Ｐ
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拡
大
の

可
能
性
は
存
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す
る

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
の
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発
効
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よ
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大
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実
現
可
能
性
が
よ
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ま
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も
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考
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ら
れ
る
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に
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す
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え
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国
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で
の
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易
投
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発
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経
済
成
長
す
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で

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加
を
続
け
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国
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影
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出
る

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を
避
け
よ
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と
す
る
米
国
の
復
帰
を
織
り

込
む
な
ら
ば

Ｔ
Ｐ
Ｐ

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ら

Ｔ
Ｐ
Ｐ
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拡
大
す
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メ
ガ
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Ｔ
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の
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を
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通
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が
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米
国
の
Ｔ
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復
帰
を
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押

し
す
る
メ
ガ
Ｆ
Ｔ
Ａ
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と

し
て

Ａ
Ｓ
Ｅ
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と
日
本
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中
国

韓
国

オ

ス
ト
ラ
リ

ア

ニ


ジ

ラ
ン
ド

イ

ン
ド
が
交
渉
中
の

東
ア
ジ
ア

地
域
包
括
的
経
済
連
携
︵
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
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げ
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準
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自

由
化
と

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括
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な
ル

ル
と

同
等
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容
を
Ｒ
Ｃ
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Ｐ
が
採
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す
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ら
ば

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的
な
効

果
は
Ｔ
Ｐ
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を
上
回
る
と
い
う

試
算
も
あ
る

Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
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メ
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
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先
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
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
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